
あ
と
が
き

あとがき

本
書
刊
行
に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は
、
平
成
一

O
年
ご
九
九
八
)
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
我
が
大
阪
教
育
大
学
日
本

文
学
第
一
ゼ
ミ
(
通
称
、
小
野
ゼ
ミ
)
の
歴
史
で
一
一
日
え
ば
、
七
期
生
が
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
時
期
で
あ
っ
た
。
思
い
返
せ
ば
小
野
ゼ
ミ
七
期
生

は
、
日
本
・
ア
ジ
ア
言
語
文
化
コ

l
ス
の
学
生
四
名
に
、
教
員
養
成
課
程
国
語
教
育
専
攻
か
ら
二
名
の
学
生
を
迎
え
入
れ
た
大
所
帯
で
賑
や
か
な

学
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
年
が
四
回
生
の
秋
に
、
ゼ
ミ
と
し
て
は
空
前
絶
後
と
な
る
学
園
祭
参
加
を
果
た
し
た
こ
と
は
ゼ
ミ
史
に
残
る
大
事
件
で
、

今
で
も
後
輩
ゼ
ミ
生
の
間
で
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。
学
園
祭
で
は
お
茶
漬
け
屋
を
展
開
し
、
二
万
円
余
の
ゼ
ミ
費
を
稼
ぎ
出
し
た
。
と
れ
は
も

と
も
と
追
い
出
し
コ
ン
パ
の
資
金
を
稼
ぎ
出
す
た
め
の
窮
余
の
一
策
で
あ
っ
た
が
、
七
期
生
な
ら
で
は
の
団
結
カ
を
発
揮
し
た
見
せ
場
で
も
あ
っ

た
。
今
で
は
楽
し
く
充
実
し
た
思
い
出
と
し
て
、
当
時
の
ゼ
ミ
生
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
の
中
に
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
七
期
生
が
三
回
生
で
あ
っ
た
秋
(
平
成
八
年
一

O
月
)
に
は
、
日
本
歌
謡
学
会
の
秋
季
全
国
大
会
の
会
場
校
を
担
当
し
た
。
七
期
生
は

先
輩
の
六
期
生
と
と
も
に
大
き
な
働
き
を
し
、
学
会
は
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
私
は
ゼ
ミ
担
当
教
官
と
し
て
、
こ
の
七
期
生
に
大
き

な
期
待
を
抱
い
て
い
た
が
、
彼
女
た
ち
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
着
実
に
こ
な
し
、
見
事
に
期
待
に
応
え
て
く
れ
た
。

そ
ん
な
七
期
生
た
ち
が
卒
業
を
間
近
に
し
て
、
た
っ
た
ひ
と
つ
私
に
訴
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
が
こ
の
ま
ま
卒
業
し
た
の
で

は
、
小
野
ゼ
ミ
に
在
籍
し
て
い
た
と
い
う
確
固
と
し
た
足
跡
を
残
せ
て
い
な
い
と
い
う
訴
え
で
あ
っ
た
。
実
は
、
七
期
生
た
ち
が
そ
の
よ
う
に
言

い
出
し
た
の
に
は
あ
る
経
緯
が
存
在
し
た
。
小
野
ゼ
ミ
で
は
四
期
か
ら
六
期
に
至
る
学
生
た
ち
が
一
冊
の
本
の
刊
行
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
そ
の
本
と
は
「
「
隆
達
節
歌
謡
」
全
歌
集
本
文
と
総
索
引
」
(
笠
間
書
院
刊
/
以
下
、
前
著
と
呼
ぶ
)
と
題
す
る
一
書
で
あ
っ
た
。
そ
の

刊
行
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
前
著
の
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
詳
し
く
記
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
紹
介
す
る
に
留
め
た
い
。
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前
著
『
「
隆
達
節
歌
謡
」
全
歌
集
本
文
と
総
索
引
」
は
、
四
期
生
が
ゼ
ミ
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
後
の
平
成
六
年
二
月
に
「
隆
達
節
歌
謡
」
本

文
を
も
と
に
索
引
作
り
作
業
を
開
始
し
、
五
期
生
・
六
期
生
の
助
力
で
作
業
を
進
め
、
そ
し
て
七
期
生
が
ゼ
ミ
に
入
っ
て
き
た
時
点
(
平
成
八
年

一
二
月
、
現
在
は
六
月
に
所
属
ゼ
ミ
が
決
定
す
る
が
、
当
時
は
毎
年
一
二
月
決
定
で
あ
っ
た
)
で
は
、
原
稿
は
一
応
の
完
成
を
み
て
い
た
。
そ
し

て
そ
の
後
、
編
者
で
あ
る
私
が
細
部
の
点
検
を
重
ね
て
、
遂
に
平
成
一

O
年
二
月
に
刊
行
し
た
。
前
著
は
さ
さ
や
か
な
書
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、

そ
の
刊
行
は
小
野
ゼ
ミ
に
と
っ
て
は
大
き
な
企
画
で
、
ゼ
ミ
生
の
結
束
に
大
き
な
カ
と
な
っ
た
。

後
輩
に
当
た
る
七
期
生
た
ち
は
、
先
輩
た
ち
が
携
わ
っ
た
作
業
の
話
を
常
々
耳
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
卒
業
を
間
近
に
し
て
遂
に
そ
の
書
の

刊
行
を
直
接
見
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
た
ち
に
は
先
輩
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
成
果
や
思
い
出
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
訴
え
を
聞
い
た
私
は
、
す
ぐ
さ
ま
学
生
た
ち
に
ひ
と
つ
の
提
案
を
し
た
。
そ
れ
は
以
前
か
ら
温
め
て
い
た
別
の
索
引
作
り
に
関
す
る
提
案

で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
流
行
歌
謡
が
興
亡
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
歌
謡
を
検
索
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
和
歌

に
は
古
く
『
国
歌
大
観
」
、
今
日
で
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
歌
謡
に
も
同
様
の
索
引
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
幸
い
江
戸
期
の
流
行
歌
謡
に
は
7
・
7
・
7
・
5
と
い
う
四
匂
の
音
数
律
を
持
つ
定
型
の
歌
謡
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を

一
句
と
し
て
、
『
国
歌
大
観
」
の
よ
う
な
各
句
索
引
を
作
成
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
た
、
ま
さ
に
そ
の
折
で
あ
っ
た
。
私
は
早
速
学
生
た
ち
に
こ

の
提
案
を
し
た
。

こ
の
話
を
聞
い
た
七
期
生
た
ち
は
お
お
い
に
喜
び
、
後
輩
の
八
期
生
た
ち
と
と
も
に
早
速
作
業
に
入
っ
た
。
平
成
一

O
年
二
月
上
旬
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
す
ぐ
に
卒
業
し
て
い
く
七
期
生
た
ち
に
残
さ
れ
た
時
間
は
僅
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
編
者
小
野
が
選
定
し
た
流

行
歌
謡
本
文
を
句
ご
と
に
区
切
り
、
カ
ー
ド
に
書
き
出
し
て
い
く
作
業
か
ら
始
め
た
の
で
あ
る
。
作
業
は
常
に
編
者
が
責
任
を
も
っ
て
進
め
、
学

生
た
ち
は
編
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
作
業
を
行
う
こ
と
を
旨
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
本
書
の
全
責
任
は

私
小
野
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
作
業
は
原
則
と
し
て
、
各
年
度
の
学
期
の
合
間
で
あ
る
七
・
八
月
、

一
二
月
、
二
月
に
数
日
ず
つ
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
、



あとがき

一
年
で
も
そ
う
そ
う
は
進
捗
し
な
い
。
そ
の
地
道
な
作
業
が
八
期
生
・
九
期
生
・
一

O
期
生
・
一
一
期
生
・
二
一
期
生
と
引
き
継
が
れ
る
う
ち
に
、

い
つ
し
か
カ

l
ド
は
完
成
し
、
そ
れ
を
五
十
音
順
に
配
列
し
、
原
稿
用
紙
に
清
書
す
る
と
い
っ
た
段
階
に
進
ん
で
行
っ
た
。

と
の
問
、
平
成
一

0
年
度
か
ら
一
三
年
度
ま
で
の
四
年
間
に
わ
た
り
、
「
江
戸
期
流
行
歌
謡
資
料
の
基
礎
的
研
究
」
と
題
す
る
課
題
で
、
日
本

学
術
振
興
会
(
当
初
は
文
部
省
)
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
C
)
の
支
給
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
お
蔭
で
物
心
両
面
か
ら
索
引
作
成
の
作
業
に
は
ず
み
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
昨
年
度
中
に
は
笠
間
書
院
の
ご
理
解
を
賜
っ
て
出
版
が
現
実
化
す
る
と
と
も
に
、
原
稿
も
完
成
し
た
。
さ
ら
に
本
年
度
に
入
る
と
、

日
本
学
術
振
興
会
か
ら
出
版
助
成
金
も
い
た
だ
け
る
こ
と
が
決
定
し
、
遂
に
こ
こ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
小
野
ゼ
ミ
に
は
一
二
期
生
と
一
三
期
生
が
在
籍
し
て
い
る
。
六
月
末
に
ゼ
ミ
に
入
っ
た
一
三
期
生
は
索
引
作
り
に
は
直
接
に
携
わ
ら
な

か
っ
た
が
、
校
正
作
業
で
大
き
く
貢
献
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
の
原
稿
完
成
に
至
る
ま
で
に
は
約
四
年
(
刊
行
ま
で
は
約
五
年
)
の
歳
月
と
、
左
記
三
五
名
の
ゼ
ミ
生
た
ち
の
献
身
的

な
労
力
を
費
や
し
た
。
各
期
ご
と
に
五
十
音
順
に
名
前
を
列
挙
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

[
第
七
踊
生
]
井
上
智
絵
、
岡
嶋
豊
子
、
沖
藤
陽
子
、
阪
本
太
郎
、
武
生
京
子
、
長
田
栄

[
第
八
期
生
]
西
貴
史
、
松
尾
譲
児

[
第
九
期
生
]
衣
奈
由
加
里
、
安
田
拓
志

[第一

O
期
生
〕
川
口
裕
士
、
田
辺
舞
子
、
原
田
寛
子
、
福
島
朝
美
、
藤
本
賢
、
森
内
恵
美
、
米
田
美
有
紀

[
第
一
一
期
生
]
幸
山
佳
代
、
高
橋
雄
て
竹
本
友
一
、
堤
淳
子
、
西
国
涼
子
、
野
崎
美
保
、
橋
本
安
希
子
、
藤
原
美
智

[
第
一
二
期
生
]
三
溝
雄
介
、
高
嶋
藍
、
田
丸
藍
子
、
壷
田
由
美
、
土
井
く
み
子

[
第
一
三
期
生
]
木
本
絢
子
、
四
野
智
子
、
首
藤
育
美
、
長
山
悟
子
、
山
村
真
穂

な
お
、
こ
れ
ら
の
学
生
の
う
ち
、
阪
本
(
七
期
生
)
・
松
尾
(
八
期
生
)
・
安
田
(
九
期
生
)
の
三
名
は
学
部
卒
業
後
も
大
学
院
生
な
ど
と
し
て

ゼ
ミ
に
残
り
、
特
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。
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本
書
も
前
著
と
同
様
に
ま
こ
と
に
さ
さ
や
か
な
書
と
言
う
べ
き
で
、
警
え
て
み
れ
ば
風
車
に
挑
ん
で
み
せ
る
ド
ン
・
キ
ホ

1
テ
の
よ
う
な
、
小

さ
な
ゼ
ミ
の
足
掻
き
そ
の
も
の
に
映
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
は
ゼ
ミ
生
た
ち
と
出
逢
い
、
と
も
に
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

世
紀
を
越
え
て
走
り
続
け
て
き
た
、
か
け
が
え
の
な
い
記
録
で
あ
る
。
改
め
て
教
員
と
し
て
幸
福
な
時
を
過
ご
さ
せ
て
く
れ
た
歴
代
ゼ
ミ
生
た
ち

に
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。

前
述
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
本
書
は
平
成
一

0
年
度
か
ら
一
三
年
度
に
か
け
て
交
付
さ
れ
た
日
本
学
術
振
興
会
(
当
初
は
文
部
省
)
科

学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
C
)
「
江
戸
期
流
行
歌
謡
資
料
の
基
礎
的
研
究
」
の
成
果
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
の
間
、
江
戸
期
の
未
紹
介
歌
謡

資
料
の
調
査
及
び
位
置
付
け
を
中
心
に
研
究
を
続
け
て
き
た
が
、
最
終
的
に
は
二
つ
の
大
き
な
ゴ

l
ル
を
想
定
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
江
戸
期
歌

謡
資
料
の
調
査
成
果
を
ま
と
め
た
学
術
書
の
刊
行
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
多
方
面
の
方
々
に
便
宜
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
索
引
の
編
集
刊
行
で

あ
っ
た
。
ひ
と
つ
目
の
学
術
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
一
年
度
に
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
科
学
研
究
費
補
助
金
(
研
究
成
果
公
開
促
進
費
)
の
交

付
を
受
け
、
同
年
一

O
月
に
「
近
世
歌
謡
の
諸
相
と
環
境
』
と
題
し
て
笠
間
書
院
か
ら
刊
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
ゴ
ー
ル
到
達
を
果

，・
J

，mo

中

J
T
L
ゆ
J

そ
し
て
今
回
、
幸
運
に
も
再
び
同
じ
研
究
成
果
公
開
促
進
費
を
賜
る
こ
と
に
な
り
、
い
よ
い
よ
二
つ
目
の
ゴ

l
ル
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。
関
係
各
位
に
対
し
て
は
誠
に
感
謝
の
気
持
ち
に
た
え
な
い
。
本
文
編
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
園
撃
院
高
等
学
校
・
駒
沢
大
学

附
属
図
書
館
・
国
立
国
会
図
書
館
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
い
つ
も
懇
切
に
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、
編
者
の
わ

が
ま
ま
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
笠
間
書
院
社
主
池
田
つ
や
子
氏
、
編
集
部
大
久
保
康
雄
氏
に
も
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

平
成
一
四
年
九
月

小
野
恭
靖


